
依存財源
145億3,106万円

44.1％
国や県の基準により交付、
割り当てされる収入
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基
金

市
債

特定目的・特別会計基金 減債基金 財政調整基金 市債

888億9,003万円

801億3,351万円

843億40万円 864億3,977万円
881億8,931万円

65億51万円 47億550万円 50億984万円 49億3,089万円 46億7,330万円

歳入決算額 歳出決算額
20年度 １9年度 20年度 １9年度

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 83億6,719万円 80億5,783万円 79億6,585万円 79億2,690万円

老 人 保 健 医 療 8億2,838万円 76億2,131万円 8億2,808万円 76億2,131万円

後期高齢者医療 12億5,806万円 ー 12億4,502万円 ー

介 護 保 険 43億4,240万円 41億1,398万円 42億8,704万円 40億7,440万円

公共下水道事業 44億9,770万円 64億2,026万円 44億4,245万円 62億4,484万円

農業集落排水事業 14億8,156万円 9億7,660万円 14億7,710万円 9億6,307万円

土 地 取 得 事 業 4億4,729万円 1,720万円 4億4,483万円 1,618万円

野洲川基幹水利
施 設 管 理 事 業 1,506万円 1,620万円 1,504万円 1,617万円

鉄 道 経 営 安 定
対 策 基 金 2,209万円 733万円 2,209万円 733万円

鉄道施設整備基金 3,153万円 4,133万円 3,153万円 4,133万円
国 民 健 康
保 険 診 療 所 5億1,547万円 2,287万円 5億590万円 2,282万円

浄化槽管理事業 2億2,294万円 ー 2億2,189万円 ー

小　計 220億2,967万円 272億9,491万円 214億8,682万円 269億3,435万円

企
業
会
計

病 院 事 業 8億9,010万円 19億9,922万円 10億743万円 18億1,367万円

水 道 事 業 40億3,459万円 39億4,382万円 45億6,661万円 46億2,259万円

小　計 49億2,469万円 59億4,304万円 55億7,404万円 64億3,626万円
合　　　計 269億5,436万円 332億3,795万円 270億6,086万円 333億7,061万円

※企業会計の決算額は、「収益的収入・支出」と「資本的収入・支出」の合算です。

市の基本となる会計

　

道
路
や
学
校
、下
水
道
な
ど
の
施
設
整

備
は
、一
時
的
に
多
く
の
費
用
が
い
り
ま

す
が
、何
十
年
と
使
用
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。こ
の
た
め
、今
そ
の
費
用
を
す
べ
て

負
担
す
る
の
で
は
な
く
、将
来
に
わ
た
っ

て
負
担
す
る
た
め
に
市
債
を
借
り
入
れ
施

設
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、各
年
度
の
財
源
を
調
整
す
る
た

め
の「
財
政
調
整
基
金
」や
将
来
の
大
き
な

支
出
の
た
め
に
積
み
立
て
る「
特
定
目
的

基
金
」に
よ
り
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行

い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
甲
賀
市
の
各
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
、各
年
度
で
翌
年
度
以
降
の
財
政
状
況
を
見
据
え

な
が
ら
の
事
業
展
開
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、一
般
会
計
を
中
心
に
昨
年
度
の
各
会
計
決
算
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

平成
20年度

※
市
債
残
高
は
、特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
含
む

全
会
計
の
合
算
で
す
。

※
基
金
残
高
は
、全
会
計
の
合
算
か
ら
、「
住
み
よ

さ
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
基
金
」を
除

い
て
い
ま
す
。こ
の
基
金
は
、合
併
し
た
市
町

村
振
興
の
た
め
合
併
特
例
債
と
い
う
特
別
な

借
金
を
し
て
積
立
を
し
て
い
ま
す
。

市が特定の事業を行うための会計

一般
会計

市
債
と
基
金

特別
会計

総務費…………………自治振興や交通、企画・立案や内部管理に	 50,582円
民生費…………………高齢者や子ども、障害者の福祉に	 86,260円
衛生費…………………健康で衛生的な生活環境の推進に	 39,925円
農林水産業費…………農業や林業の振興に	 14,458円
土木費…………………道路や公園などの公共施設の整備に	 30,472円
教育費…………………学校教育の充実、文化・スポーツの振興に	 39,391円
公債費…………………市が借りたお金の返済に	 53,487円
その他…………………商業の振興、議会の運営経費など	 22,478円

※市民1人あたりの各支出を、3月31日現在の人口で計算総額 33万7,053円

市税
143億3,063万円
43.4％

地方譲与税等
22億6,367万円
6.9％

その他
41億2,160万円
12.5％

地方交付税
56億2,652万円
17.1％

国庫支出金
20億6,035万円
6.2％

県支出金
21億4,268万円
6.5％

市債
24億3,784万円
7.4％

民生費
82億6,440万円
25.6％

農林水産業費
13億8,522万円
4.3％

土木費
29億1,944万円
9.0％

教育費
37億7,395万円
11.7％

公債費
51億2,446万円
15.9％

その他
21億5,364万円
6.7％

総務費
48億4,612万円
15.0％

衛生費
38億2,514万円
11.8％

減らせない経費が多くあります。ローンを減らし、
貯金を少しでも多くするようやりくりしています。

貯金をおろしたり、銀行からの
借り入れで賄っています。

年間の収支が500万円の家計に置き換えてみると

13万853円 （1世帯あたり  38万7,427円）
※	市税（法人市民税などを除く）の収入を3月31日現在の人口で計算

預金の取り崩し
	（基金繰入金）	7万円

支出 収入

前年度からの繰越金	8万円

給料（市税）
217万円

親からの援助
（国・県からの
補助金）
184万円

家賃・祝金など
（負担金・使用料
ほか）	47万円

銀行などから
の借金（市債）
37万円

預金（積立金）	18万円

光熱水費など
（物件費）
82万円

食費（人件費）
101万円

住宅ローンの返済
（公債費）
79万円

知人・親戚への援
助、自治会費など
の交際費（補助費・
出資・貸付）
76万円

子どもへの仕
送り（繰出金）
59万円

医療費や教育費
（扶助費）	46万円

家の増改築（普通建設費・
維持補修）	39万円

（分担金・負担金、使用料・手数料、寄付金など）

市民1人あたりの
市税負担額

（議会費、労働費、消防費、
災害復旧費など）

自主財源
184億5,223万円

55.9％
市が自主的に収入する
ことができる財源

歳入決算額
329億8,329万円

歳出決算額
322億9,237万円

市民1人あたりに
支出したお金

市債および基金残高の推移	 （単位：億円）
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